
 

 

 

 

 

「より多くの人に本を読んでもらうためには、どうすればよい

のか。」という質問に「まずは図書室に足を運んでもらうこと」と

答える、担当教諭。生徒が司書さんと協力して、様々なイベントを

企画運営している。（右表参照） 

全校生徒300名弱、１日の学校図書館利用者は、多い時で100

人を超える。少なくても約20人だと言う。 

 

 

【４月テーマ】 恋よ来い来い こいのぼり 

本を借りたら、こいを釣ることができる。 

【６月テーマ】 七夕 

本を借りたら短冊を書ける。願い事は色別。し

おり３枚でくじを引くことができ、当たれば黄

金の短冊がもらえる。 

  
  

様々なイベントだけでなく、日常的に図書館が利用できるよう、 

入口付近には、季節ごとや授業で参考になりそうな本が整理されている。 

また、図書館内も明るく、環境整備が行き届いていた。掲示物の色や文も 

誰にとっても見やすく、シンプルな表示であった。 

下福田中学校の図書館に関わる人の想いが詰まっている場所と感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

大和市立下福田中学校の取組 

図書委員会による読書活動推進の取組 

読書活動推進 

１ 活動の概要 

２ 活動の状況、実際 

３ 参加者、指導者等の声 

・ほとんど本を借りたことのない生徒も、イベントをきっかけに本を借りるようになった。 

・委員会の生徒が主体的に取り組んでいるので、新しい企画が次々に生まれ、委員会の生徒の活発な活動

につながっている。 

・読書活動を推進するためには、まず図書館の来館者を増やしていくことが第一歩である。図書館は、一

部の本好きな生徒が、静かに本を読むところ、というイメージを変え、誰でも、来やすい場所になった。 

下福田中学校図書館 イベントテーマ一覧 


